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第
八
回
伊
那
市
民
芸
術
文
化
祭
 

 
 

 
昨
年
、
十
二
月
三
日
（
土
）
・
四
日

（
日)

に
第
八
回
伊
那
市
民
芸
術
文
化

祭
が
伊
那
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
今
回
は
、
舞
台
部
門
に
、
日
本
舞

踊
・
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
・
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ダ
ン
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
大
正

琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
太
極
拳
＆
導
引

養
生
気
功
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
十
八

団
体
、
展
示
部
門
に
書
・
絵
画
・
水

墨
画
・
C
G
イ
ラ
ス
ト
・
仏
画
・
和

紙
ち
ぎ
り
絵
・
水
彩
画
･
油
彩
画
・

写
真
・
い
け
ば
な
・
ポ
リ
ク
レ
イ
・

ビ
ー
ズ
ス
テ
ッ
チ
・
ビ
ー
ズ
ク
ロ
ッ

シ
ェ
・
戸
塚
刺
繍
・
ビ
ー
ズ
織
り
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
ネ
イ
ル
チ
ッ

プ
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
の
二
十

三
団
体
・
個
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
参
加
者
も
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
毎
回
好
評
の
文
化
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
煎
茶
・
抹
茶

に
、
新
た
に
い
け
ば
な
と
パ
ソ
コ
ン

を
取
り
入
れ
、
よ
り
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
り
、
大

変
好
評
で
し
た
。
 

 
初
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

 
来
年
度
は
さ
ら
に
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
内
容
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方

で
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
多
く
の

方
に
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
観
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
 

 
 

  伊那芸術文化協会会報「伊那芸文協」第4号を発行いたしました。 

  今回は、平成23年度後半の催しのご報告をさせていただきます。 
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平
成
二
十
三
年
度
後
期
 

芸
術
文
化
体
験
教
室
 

 
昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
、
平
成
二
十

三
年
度
後
期
芸
術
文
化
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

 
今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
料
理
、
コ
ー
ヒ
ー
講
座
、
女

性
の
た
め
の
囲
碁
、
楽
し
い
英
語
、
ト
ラ
ベ
ル
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
、
パ
ソ
コ
ン
‐
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ

ジ
カ
メ
画
像
活
用
入
門
Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
、
大

人
の
バ
レ
エ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
全
九
講
座
が
開
講

し
、
全
三
回
～
八
回
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
な
か
で
も
今
回
新
た
に
企
画
し
た
女
性
の
た
め

の
囲
碁
は
、
現
在
、
都
会
を
中
心
に
囲
碁
を
始
め
る

女
性
が
増
え
て
お
り
、
「
囲
碁
ガ
ー
ル
」
と
い
う
言

葉
も
生
ま
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

各
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
流
行
っ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
上

伊
那
で
女
性
限
定
と
し
て
企
画
し
た
場
合
、
果
た

し
て
ど
れ
ほ
ど
の
反
応
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

試
み
で
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
予
想
以
上
の

反
応
が
あ
り
、
十
数
名
の
方
か
ら
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
開
講
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
伊
那
芸
文
協
で
は
、
人
気
の
あ
る
講
座
だ
け
で

は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
斬
新
な
講
座
や
地
域
に
貢

献
す
る
こ
と
に
役
立
つ
講
座
も
、
で
き
る
限
り
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

  
 

第8回伊那市民芸術文化祭 
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第7回伊那谷伝統文化公演 
 

 2月5日（日）に第7回伊那谷伝統文化公演が伊那市生涯学習センターホールで開催されました。目的は、地域に

於ける伝統文化は、各保存団体によりその保存･継承がされていますが、高齢化や後継者不足などにより、消えて

いくものもあります。こうした現状を踏まえ、地域の伝統文化のよさをアピールし、それらの向上及び活性化を

図ることです。 

 今回は「如月花神楽～海・川・街道が運んだ芸能の数々～」と題しまして、日本の各地にある伝統芸能を説明

を交えながら実演で紹介し、理解を深めることができる内容でした。出演はヨーロッパやアメリカなど海外公演

も数多くされている「和力」と地元の「伊那市荒井神社 浦安の舞」でした。ユーモアを交えながらの軽快な説明

とすばらしい実演で、場内は歓声と拍手に包まれ、来場された方は堪能された様子でした。 

第24回長野県芸術文化総合フェスティバル 伊那会場  

 3月8日（木）から11日（日）まで、長野県伊那文化会館で第24回長野県芸術文化総合フェスティバルが開

催されました。この催しは長野・松本・伊那の3会場で開催され、伊那会場は上伊那を中心に活動する芸術

文化団体が日頃の活動の成果を発表する年に1度の大舞台です。今回は東日本大震災のちょうど1年後にあた

り、開催できることに感謝の気持ちを抱えながら、各参加団体の発表が行われました。終了後には打ち上げ

反省会が行われ、参加者同士の親睦をはかり、来年度さらに良いものになるように意見を出し合いました。 

 
☆大ホール 

3月10日（土）11:00～ Beach House☆INAシャッフル、Beach House☆INA Studio、ハレオフラメンコ、 

           伊東由香バレエスクール、三沢カルチャーセンター、 

                      白鳥バレエ学園 伊那教室、ファンキーキッズ、レフア マカ ノエ フラスタジオ 

3月11日（日）11:00～  木村流大正琴、河藤流 右女順会、栄峰会、伊駒流 竹扇会、扇秀流 扇秀会、桂会 

 

☆ホワイエ（小ホール） 

3月10日（土）・11日(日) 9:30～17:00（11日は16:00まで） 華道展＜伊那市華道会＞ 

☆美術展示ホール  

3月8日（木）～11日（日） 9:30～17:00（11日は16:00まで） 水墨画展＜長野県水墨画協会南信支部＞ 
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NPO法人 伊那芸術文化協会 会員募集 
 
NPO活動事業として豊かで充実した芸術文化の社会づくりに寄与してみませんか！！ 

 

■入会金及び会費 

 

１．入会金 正会員及び賛助会員ともに5,000円 

２．年会費 

①正会員（団体）  

構成員  1,000名以上 20,000円  500名以上 10,000円  

       100名以上  8,000円    50名以上  6,000円   50名未満  5,000円 

②正会員（個人）    5,000円 

③賛助会員 個人 一口  5,000円      団体 一口 10,000円 

 

 

※詳細は事務局までお問い合わせください。 

 

〒396-0025  

長野県伊那市荒井3500-1 いなっせビル5階 団体事務室B 

TEL／FAX 0265－78－6106（水曜日休） 

E-Mail：geibun-iaca@chic.ocn.ne.jp  

担当 埋橋 まで  

クラシックバレエ講座の活用を。 

                             白鳥バレエ学園 谷 芳枝 

 

 ヨーロッパで生まれ、400年以上の歴史があるバレエは、欧米人によって踊られてきた舞踊ですが、 

現在では、国内にも多くのバレエ団が有り、海外のバレエ団も含めると、年間に多くの作品が上演されています。 

 子どもから大人まで、バレエファンが増え、男の子の生徒も近年多くいますが、女の子のお稽古事というイ

メージが強いようです。 

 芸文協、芸術文化体験教室で「大人のバレエ」を担当させて頂き、毎回多くの方に受講して頂いておりますが、

やはり女性の受講者が圧倒的に多いです。バレエは、プロ、上級者でも必ず基礎レッスン（ストレッチ・バー

レッスン・センターレッスン）を行います。受講者は、健康の為、美容の為と受講理由は様々です。 

 海外では、多くのオープンクラスが有り、年齢・性別も関係なく、80才以上の方でも、身体に必要と感じられ

て、レッスンに通われている方も多いそうです。 

 芸文協では、多くの方々に「芸術・文化｣に参加して頂く為に、体験教室を開講しています。 

 地域の皆様に、講座を活用して頂き、多くの方が、「芸術・文化」の扉を開けて下さることを願っています。 

平成24年度前期芸術文化体験教室予定講座 

 
・飾り巻き寿司          ・楽しい英語～幼児クラス～ 

・イタリア料理          ・初心者のためのパソコン 

・コーヒー講座          ・フラダンス 

・メイクレッスン         ・ピラティス 

・せっけんアート         ・ベリーダンス    

・水墨画             ・大人のバレエ     

・スケッチ、デッサン     

 
※お申込み開始は4月下旬を予定しておりますので、しばらくお待ち下さい。 

詳細は、生涯学習センター便り5月号・中日新聞伊那ホームニュース・週刊いな・ホームページに掲載されますので、ご覧い

ただきますようお願いいたします。 


	Sheet1

